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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第37期

当第３四半期連結
累計期間

第37期
当第３四半期連結
会計期間

第36期

会計期間
自平成20年４月１日
至平成20年12月31日

自平成20年10月１日
至平成20年12月31日

自平成19年４月１日
至平成20年３月31日

売上高                 （千円）6,234,115 2,106,070 8,109,263

経常利益               （千円） 443,708 147,647 642,951

四半期（当期）純利益   （千円） 227,583 80,991 342,250

純資産額               （千円） －              3,584,256 3,521,389

総資産額               （千円） － 4,985,908 5,246,715

１株当たり純資産額       （円） － 1,409.90 1,385.34

１株当たり四半期（当期）純利益

金額                     （円）
89.84 31.97 135.09

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額       （円）
－ － －

自己資本比率             （％） －     71.6 66.9

営業活動による

キャッシュ・フロー     （千円）
44,682 － 461,021

投資活動による

キャッシュ・フロー     （千円）
△543,854 － △64,761

財務活動による

キャッシュ・フロー     （千円）
△126,101 － △122,658

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高           （千円）
－ 1,321,328 1,951,621

従業員数                 （人） － 432 372

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

　　　３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。
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２【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。

 

３【関係会社の状況】

　当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成20年12月31日現在

従業員数（人） 432

　（注）従業員数は就業人員であります。

 

(2）提出会社の状況

 平成20年12月31日現在

従業員数（人） 389

　（注）従業員数は就業人員であります。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

　当社グループは、システムソリューション・サービスの単一セグメントのため、生産、受注及び販売の状況について

は、事業の種類別セグメントにかえて品目別に示しております。

(1）生産実績

　当第３四半期連結会計期間の生産実績を品目別に示すと、次のとおりであります。

品目 金額（千円）

システムインテグレーション・サービス  1,133,685

システムアウトソーシング・サービス     433,781

プロフェッショナル・サービス     538,603

合計     2,106,070

　（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(2）受注状況

　当第３四半期連結会計期間における受注状況を品目別に示すと、次のとおりであります。

品目 受注高（千円）
受注残高
（千円）

システムインテグレーション・サービス     984,292     1,006,033

システムアウトソーシング・サービス     399,106     432,685

プロフェッショナル・サービス     407,064     364,362

合計     1,790,463    1,803,082

　（注）　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(3）販売実績

①　品目別販売実績

　当第３四半期連結会計期間の販売実績を品目別に示すと、次のとおりであります。

品目 金額（千円）

システムインテグレーション・サービス  1,133,685

システムアウトソーシング・サービス     433,781

プロフェッショナル・サービス     538,603

合計     2,106,070

　（注）１. 主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は次のとおりであります。

　相手先 金額（千円） 総販売実績に対する割合（％）

富士通株式会社     476,616     22.6

株式会社野村総合研究所     380,312     18.1

みずほ情報総研株式会社  196,394  9.3

２．上表の金額には、消費税等は含まれておりません。
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②　業種別販売実績

　当第３四半期連結会計期間の販売実績をエンドユーザの業種別に示すと、次のとおりであります。

業種区分 金額（千円）

金融業     712,869

通信業     523,092

流通業     500,447

製造業     113,244

官公庁     30,976

その他     225,440

合計     2,106,070

　（注）　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社キューブシステム(E05312)

四半期報告書

 5/20



３【財政状態及び経営成績の分析】

　文中の将来に関する事項は、当第３四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したものであります。

 

（１）業績の状況

　当第３四半期連結会計期間における日本経済は、米国サブプライムローン問題に端を発した世界的な金融不安

　と、米国景気の減速を背景とした急速な円高の進行や、原材料価格の高騰の影響から消費者物価の上昇が続き、個

　人消費の伸び悩みと企業収益の減少が見られるなど、景気の減速基調が続いております。

　　情報サービス業界におきましても、景気動向を反映して顧客の情報化投資に対する慎重な姿勢が見られるほか、

　価格競争や企業間競争は一層激化し引き続き厳しい状況にあります。

　　このような状況の中で、当社グループにおきましては当社グループの独自の経営手法であるＡＣＲ/ＡＰＲ※１

　を継続的に推し進めることで提供サービスの総合力の強化を図り、ＭＶＰ戦略※２を推進し、提供サービスの見え

　る化、契約形態のバージョンアップ及びプロジェクトマネジメント能力の強化を図ってまいりました。

　継続案件の維持・拡大及び事業会社の銀行業参入による業務拡大案件等の新規案件の受注に邁進し、特に金融業

向けサービス、通信業向けサービスを中心に売上高は堅調に推移しました。その結果、当社グループの売上高は

2,106百万円となりました。また、営業利益は174百万円、経常利益は147百万円、四半期純利益は80百万円となりまし

た。

　事業の品目別の業績を示すと次のとおりであります。

（システムインテグレーション・サービス）

　金融業向けの業務システム設計・開発を中心に、売上高は1,133百万円となりました。

（システムアウトソーシング・サービス）

　流通業向けのシステム運用管理サービスを中心に、売上高は433百万円となりました。

（プロフェッショナル・サービス）

　通信業向けの情報インフラ構築サービスを中心に、売上高は538百万円となりました。

※１　ＡＣＲは当社グループ独自の取組みで、お客様に対しより細やかに対応し、顧客満足を高める活動を総称しま

す。具体的な取組みとしましては、顧客満足度調査や業界動向等から策定した当社グループの計画をレポー

ト形式でお客様にコミットし、報告内容を適時検証、年度成果を報告するというサイクルにより、成果を認め

ていただくとともに、対応できなかった部分についても次年度の課題として明確にしております。

ＡＣＲと同じコンセプトで、ビジネスパートナーとの信頼関係をより一歩先の信頼へ繋げる取組みがＡＰＲ

です。

※２　ＭＶＰ戦略は企業価値をさらに高めるための当社グループ独自の戦略的な取り組みであります。

「More Valuable（もっと価値のある）」の頭文字ＭとＶをとり、Ｐには以下の３つの意味を込めて呼称し

ております。

①visible Performance：自らのサービスメニューを棚卸・整理して、顧客の望むサービスと成果物の紐付

けを行い、技術サービスの見える化を実現します。

②Promise：ナレッジをノウハウへと醸成し、ビジネス形態や契約のバージョンアップを図ります。

③Project management：プロジェクトマネジメントの強化を実践することで、業務効率、生産性、そして利益

率の向上へと結び付けていきます。

　これらを実践することにより、保有する知的資産の可視化と収益性の強化に努めてまいります。
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（２）財政状態の分析

　当第３四半期連結会計期間末における総資産は4,985百万円となり、前連結会計年度末と比較して260百万円の減

　少となりました。また、負債合計は1,401百万円となり、前連結会計年度末と比較して323百万円の減少となりまし

　た。これらは主に、未払法人税等の支払によるものです。純資産は3,584百万円となり、前連結会計年度末と比較

　して62百万円の増加となりました。これは主に、利益剰余金の増加によるものです。これらの結果、自己資本比率

　は71.6％と高い水準を維持することができました。

 

（３）キャッシュ・フローの状況　

　当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、1,321百万円となりまし

た。

　当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　　営業活動の結果得られた資金は65百万円となりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益の計上額147百

　万円、売上債権の増加額42百万円等の資金増加、法人税等の支払額156百万円等の資金減少によるものでありま

　す。

　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　　投資活動の結果使用した資金は、401百万円となりました。これは主に、有価証券の取得による支出300百万円に

　よるものであります。

　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　　財務活動の結果使用した資金は1百万円となりました。これは主に、配当金の支払額1百万円によるものでありま

　す。

 

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（５）研究開発活動

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動について、特記すべき事項はありません。

 

（６）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループの経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と

見通しについて重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　該当事項はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 5,591,000

計 5,591,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成20年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年２月５日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式     2,546,640     2,546,640
東京証券取引所

市場第二部

単元株式数

100株

計     2,546,640     2,546,640 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

 平成20年10月１日～

 平成20年12月31日
－ 2,546,640 － 768,978 － 708,018

 

（５）【大株主の状況】

　　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま　　

 　　　　せん。
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（６）【議決権の状況】

 　　　　　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

　　記載することができないことから、直前の基準日（平成20年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお　

 　 ります。

 

①【発行済株式】

 平成20年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
普通株式

13,300
－ 単元株式数100株

完全議決権株式（その他）
普通株式

2,515,700
25,157同上

単元未満株式
普通株式

17,640
－

一単元（100株）

未満の株式

発行済株式総数 2,546,640 － －

総株主の議決権 － 25,157 －

（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には証券保管振替機構名義の株式が900株含まれております。また、「議決権　

の数」の欄には同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数９個が含まれております。

 

②【自己株式等】

 平成20年９月30日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社キューブ

システム

東京都品川区東五反田

一丁目２番33号
13,300 － 13,300 0.52

計 － 13,300 － 13,300 0.52

（注）当第３四半期会計期間末日現在の自己株式数は13,300株であります。

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月　　別
平成20年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円） 1,299 1,335 1,367 1,445 1,380 1,349   1,283   1,095 1,089

最低（円） 1,210 1,214 1,303 1,311 1,301 1,270    901   1,002    981

（注）最高・最低株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。

 

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）から、「財務諸表等の用語、様式及

び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日内閣府令第50号）附則第７条第１項第

５号ただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平

成20年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,454,828 1,710,121

売掛金 1,586,585 1,620,692

有価証券 600,000 600,000

仕掛品 75,053 34,864

その他 128,337 141,507

貸倒引当金 △2,642 △7,590

流動資産合計 3,842,163 4,099,595

固定資産

有形固定資産 ※1
 85,237

※1
 96,762

無形固定資産 3,769 3,823

投資その他の資産

投資有価証券 419,876 455,661

その他 634,862 590,873

投資その他の資産合計 1,054,738 1,046,534

固定資産合計 1,143,745 1,147,119

資産合計 4,985,908 5,246,715

負債の部

流動負債

買掛金 390,713 473,104

短期借入金 300,000 300,000

未払法人税等 50,019 192,590

賞与引当金 172,175 171,825

役員賞与引当金 22,650 37,700

その他 240,608 335,637

流動負債合計 1,176,167 1,510,856

固定負債

退職給付引当金 60,540 60,641

役員退職慰労引当金 164,945 153,827

固定負債合計 225,485 214,469

負債合計 1,401,652 1,725,325

純資産の部

株主資本

資本金 768,978 768,978

資本剰余金 708,018 708,018

利益剰余金 2,119,302 2,018,392

自己株式 △24,054 △23,784

株主資本合計 3,572,245 3,471,604

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 3,871 38,190

為替換算調整勘定 △4,500 △102

評価・換算差額等合計 △628 38,088

少数株主持分 12,639 11,695

純資産合計 3,584,256 3,521,389

負債純資産合計 4,985,908 5,246,715
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

売上高 6,234,115

売上原価 5,129,825

売上総利益 1,104,290

販売費及び一般管理費

役員賞与引当金繰入額 22,650

賞与引当金繰入額 16,212

退職給付費用 3,464

役員退職慰労引当金繰入額 11,155

貸倒引当金繰入額 548

その他 574,110

販売費及び一般管理費合計 628,141

営業利益 476,148

営業外収益

受取利息 5,825

受取配当金 7,549

その他 2,216

営業外収益合計 15,592

営業外費用

支払利息 4,002

投資有価証券評価損 40,210

その他 3,819

営業外費用合計 48,032

経常利益 443,708

税金等調整前四半期純利益 443,708

法人税、住民税及び事業税 218,772

法人税等調整額 △3,815

法人税等合計 214,956

少数株主利益 1,168

四半期純利益 227,583
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

売上高 2,106,070

売上原価 1,726,292

売上総利益 379,778

販売費及び一般管理費

役員賞与引当金繰入額 7,350

賞与引当金繰入額 10,963

退職給付費用 1,151

役員退職慰労引当金繰入額 3,845

その他 182,388

販売費及び一般管理費合計 205,699

営業利益 174,078

営業外収益

受取利息 1,581

受取配当金 3,080

その他 283

営業外収益合計 4,945

営業外費用

支払利息 1,345

投資有価証券評価損 28,593

その他 1,438

営業外費用合計 31,376

経常利益 147,647

税金等調整前四半期純利益 147,647

法人税、住民税及び事業税 41,916

法人税等調整額 24,039

法人税等合計 65,955

少数株主利益 700

四半期純利益 80,991
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 443,708

減価償却費 13,216

引当金の増減額（△は減少） △8,632

受取利息及び受取配当金 △13,375

支払利息 4,002

売上債権の増減額（△は増加） 34,107

たな卸資産の増減額（△は増加） △40,189

仕入債務の増減額（△は減少） △82,390

その他 42,264

小計 392,712

利息及び配当金の受取額 12,702

利息の支払額 △3,340

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △357,392

営業活動によるキャッシュ・フロー 44,682

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △100,000

定期預金の払戻による収入 25,000

有価証券の取得による支出 △300,000

有形固定資産の取得による支出 △1,598

投資有価証券の取得による支出 △162,288

その他 △4,967

投資活動によるキャッシュ・フロー △543,854

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △269

配当金の支払額 △125,606

少数株主への配当金の支払額 △225

財務活動によるキャッシュ・フロー △126,101

現金及び現金同等物に係る換算差額 △5,018

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △630,292

現金及び現金同等物の期首残高 1,951,621

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 1,321,328
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

会計処理基準に関する事項

の変更

(1）たな卸資産の評価基準及び評価方法の変更

　たな卸資産については、従来、個別法による原価法によっておりましたが、第１四半期連

結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第9号　平成18年７

月５日）が適用されたことに伴い、個別法による原価法（貸借対照表価額については収

益性の低下に基づく簿価切下げの方法）により算定しております。

　この変更に伴う損益に与える影響はありません。

 (2）売上高の計上基準の変更

　売上高の計上基準については、従来、検収基準を適用しておりましたが、「工事契約に関

する会計基準」（企業会計基準第15号　平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会

計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号　平成19年12月27日）が平成21年４

月１日より前に開始する連結会計年度から適用できることになったことに伴い、第１四

半期連結会計期間からこれらの会計基準等を適用し、第１四半期連結会計期間以降に着

手したプロジェクトから、当第３四半期連結会計期間末までの進捗部分について成果の

確実性が認められるプロジェクトについては工事進行基準（プロジェクトの進捗率の見

積りは原価比例法）を、その他のプロジェクトについては工事完成基準（検収基準）を

適用しております。

　これにより、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益、税金等調整前四半期純利

益はそれぞれ42百万円増加しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成20年12月31日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額 85,219千円 ※１　有形固定資産の減価償却累計額 74,420千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年12月31日現在）

　現金及び預金残高 1,454,828千円

　預入期間が３か月を超える

　定期預金
△133,500千円　

　現金及び現金同等物 1,321,328千円

 

 

（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　

平成20年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式　　　　　　　　　2,546,640株

 

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式　　　　　　　　　　 13,395株　

 

　　　　３．配当に関する事項

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年６月25日

定時株主総会
普通株式 126,673 50平成20年３月31日平成20年６月26日利益剰余金
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

　当第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日　至平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間

（自平成20年４月１日　至平成20年12月31日）

　当社グループは単一セグメントのため、該当事項はありません。　　　

 

【所在地別セグメント情報】

　当第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日　至平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間

（自平成20年４月１日　至平成20年12月31日）

　本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報

の記載を省略しております。

 

【海外売上高】

　当第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日　至平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間

（自平成20年４月１日　至平成20年12月31日）

　海外売上高がないため該当事項はありません。

 

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成20年12月31日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 1,409.90円 １株当たり純資産額 1,385.34円

 

２．１株当たり四半期純利益金額等

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 89.84円 １株当たり四半期純利益金額 31.97円

 （注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

　　　 ２．１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

四半期純利益金額（千円） 227,583 80,991

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 227,583 80,991

普通株式の期中平均株式数（千株） 2,533 2,533

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 

　該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

     平成21年１月26日

 株式会社キューブシステム   

      取  締  役  会 　御  中  

 

 監査法人 トーマツ  

 

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士    久保　伸介　　    印

 

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士    津田　良洋　　    印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社キューブシ

ステムの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から

平成20年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四

半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社キューブシステム及び連結子会社の平成20年12月31日現在の財

政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累

計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな

かった。

　

追記情報 

　四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されているとおり、会社は第１四半期連結会計期

間から工事契約に関する会計基準の適用が認められることとなったため、この会計基準を適用して四半期連結財務諸表を

作成している。 

 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

        ２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。

 

EDINET提出書類

株式会社キューブシステム(E05312)

四半期報告書

20/20


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容
	３関係会社の状況
	４従業員の状況

	第２事業の状況
	１生産、受注及び販売の状況
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態及び経営成績の分析

	第３設備の状況
	第４提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	（３）ライツプランの内容
	（４）発行済株式総数、資本金等の推移
	（５）大株主の状況
	（６）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２株価の推移
	当該四半期累計期間における月別最高・最低株価

	３役員の状況

	第５経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	（１）四半期連結貸借対照表
	（２）四半期連結損益計算書
	第３四半期連結累計期間
	第３四半期連結会計期間

	（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
	四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更
	注記事項
	事業の種類別セグメント情報
	所在地別セグメント情報
	海外売上高


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

